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ひろぎんホールディングス本社ビル 
―環境配慮の取り組みを先導する“エコ・ランドマーク”を目指して― 

 

［推薦文］ 
本業績は、広島市中心部に立地する銀行本社ビルの建て替え工事にともなう、環境配慮設備の計画・

設計・施工に関するものである。当該建物は地上 19 階、地下 1 階、延べ床面積約 47,460 m2で、2021
年 2 月に竣工した。本社機能と銀行店舗等の他、1 階は一般市民も利用可能なパブリック空間として開
放し、地域に根差した未来志向の銀行本店の姿を具現化している。 
本業績の主たる評価点は、以下のとおりである。 

１）エコボイドを用いた、エビデンスに基づく自然換気計画 
建物四隅にガラス製の鉛直ボイドを配置し、8～15 階のオフィスフロアを対象に自然換気を実施して

いる。計画段階において、風洞実験や換気回路網計算等のエビデンスに基づく設計がなされ、竣工後に
おいても、限定的な条件ではあるもののトレーサーガス実験を行い、適切に運用可能なことが確認され
た。室内ペリカウンター部の自然換気口は卓越風を考慮し北側に多く設置し、外気条件を満たす場合に
ランプの点灯により執務者に開閉させている。今後は実際の利用環境下における評価も期待したい。 
２）環境性・BCP に配慮したエナジーミックスおよび熱源計画 
銀行本店を有する用途の特殊性を考慮し、BCP を重視した電気・ガスの適正配分による熱源計画がな

された。外気処理は中央式熱源システム、室負荷処理は空冷ビル用マルチエアコンにより行うが、室外
機設置スペースに制約がある中、外調機系統の排気を室外機吸い込みに再利用する等、綿密なシミュレ
ーションに基づく設計・施工により環境性を向上させている。また、2 階エントランス部に基礎杭を用
いた地中熱ヒートポンプによる床冷暖房を採用する等、来場者が体感しやすい環境配慮設備の見せ方に
も工夫が認められる。 
３）執務環境に応じた空調・照明計画 

12～15 階の執務エリアは、既存の働き方にとらわれない開放的な大空間を追求し、天井面にアルミパ
ンチングパネルを用いた空気式天井放射パネルとライン照明を一直線上に配置して環境性・意匠性に優
れた空間を実現している。一方、間仕切りが想定された 8～11 階においても、グリッド天井の形状を活
かした照明一体型ユニットを新たに開発するなど、執務環境に応じた計画がなされている。 
４）周辺地域とつながる緑化およびファサードデザイン 
エントランスやテラスの各所に緑化が施され、周辺地域との緑のネットワーク形成に貢献している。

また、外装のアルミルーバーは日射遮蔽シミュレーションに基づき方位に応じて角度や長さが変更され
たほか、自然換気用のエコボイドとも調和したファサード形成に寄与しており、環境配慮設備の外部へ
の表出にも成功している。 
以上の取り組みにより、竣工後 1 年目（2021 年 6 月～2022 年 5 月）の一次エネルギー消費量（コン

セント含む）は 1025 GJ/年、さらに同 2 年目は 953 GJ/年となり、適切にチューニングを行いながら、
BEST 計算値（904 GJ/年）に近い省エネ運用を実現している。 
本業績は、長年にわたり広島とともに歩んできた銀行本社ビルの建て替えに際し、建築と環境配慮設

備の一体的な見せ方の創意工夫により、市民に愛されるエコ・ランドマークを希求したものであり、緻
密なシミュレーションや実測に基づき、精緻な設計・施工がなされた点は高く評価できる。 
よって、本業積は空気調和・衛生工学会技術振興賞に値するものと認める。 


